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活動内容

 マハスプロジェクトのデーターを元により具体的に水没地
域を産出。

サブ遺跡001号遺跡

ナウリ遺跡001号遺跡

 各遺跡の基準点データー取得及び確認。

 ダム設計用測量データーの取得。

 調査環境の整備

許可証、宿舎、移動手段等

 調査時の役割分担について。



観光省大臣との面談
 観光省（Ministry of Tourism and Antiquity and 

Wildlife）はNCAMが所属する機関。

 9月17日、NCAM局長、JICA森所長と元ヨーセフ大使とと
もに面談。



面談内容

 ダム建設はカジュバル以外にも計画されているが、これら
の水没危機遺跡については憂慮する状況。

 できるだけ早く協力してほしいので、日本に書簡送りたい。

 博物館の展示や遺跡の整備など幅広い協力関係構築。

 （彩色）壁画等のデジタルスキャニング等による記録。

 それらの観光資源としての活用。観光化推進。

 さまざまな研究分野での交流。



観光大臣からの
公式書簡

 「ダム水没危機遺跡につい
て、スーダンだけでは対応
できないので、緊急調査の
実績のある日本に是非協
力してほしい」という内容。



なぜ日本なのか？

 スーダン国内外での日本の調査方法や姿勢に対する信
頼感。

 他のアジアの国は文化財分野への協力を行っていない。

ダムへの出資は主として中国。

大英博物館会議に参加したアジアの国は日本のみ。

 日本は欧米と異なり、対等な協力関係が結べるのではな
いかという期待感。



配布資料参照

大英博物館会議の様子



対象となる遺跡

・水没

ナウリ遺跡 【新納】

サブ遺跡 【新納・井手・関広】

・一部への影響
（ただし将来的には発掘調査も必要※）

ケドゥルマ遺跡 【村上・関広】

600件以上の遺跡から絞り込み、
ハルツーム大学の報告データーから
新納教授の協力のもと水没地域を再
検討。

※直接水没しなくても、風化やダム以外の開発、資源の採取により遺跡の荒廃が進んでいるのも現
状。NCAM内には将来的には対応してほしいという声がある。



サブ遺跡
001号遺跡

 2000件以上の岩壁
画が存在。

 ナイル川沿い、ワ
ディに沿いに分布。

 岩肌のいたるところ
に描かれる。



 描写位置、描写内容、
周辺環境のデジタル技
術による記録。

 データーベース化。



西の岩山 東の岩山

ナウリ遺跡 001号遺跡（西の岩山）

西の岩山と東の岩
山からなる特徴的
な地形。

西の岩山は、キリ
スト教期からイス
ラム期にかけての
要塞がある。



 岩山と要塞の位置およ
び周辺環境の記録。

 ハルツーム大学が予定
している岩山裾部発掘
調査との関連付け。



ケドゥルマ遺跡
 水没は免れる可能性が高いが準調査対象域。

 ハルツーム大学の踏査ではメロエ期の遺跡であるという
報告。

 2011年踏査時に鉱滓状の付着物が認められる炉壁片な
どの散乱を確認。

 冶金関連遺構および遺物の分析に必要な基準データー
の蓄積が必要。

 同遺跡での表採遺物やハルツーム博物館所蔵資料の調
査を行う。



資金調達
 各遺跡の調査は科研費または他の競争資金？

 スーダンは緊急調査だけを求めているのではない。

 成果の公表と活用、壁画の記録等にも対応するためには
政府からの援助が必要。

 どの機関のどのスキームを利用するかは、今後詳細な検
討が必要→調査団の組織化も？



観光省にて DIU（ダム整備局）にて NCAM（考古局）にて


